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●●ががんんにに関関すするる正正ししいい知知識識のの定定着着・・普普及及  ●●児児童童生生徒徒をを中中心心にに家家族族でで取取りり組組むむががんん予予防防のの実実現現 

●●健健康康的的なな生生活活習習慣慣のの習習得得          ●●早早期期発発見見・・早早期期治治療療のの重重要要性性のの認認識識 

●●周周囲囲のの支支ええななどどのの必必要要性性をを認認識識    ●●自自他他のの健健康康とと命命のの大大切切ささのの理理解解 

 

ががんんのの発発生生メメカカニニズズムムをを学学習習すするる事事にによよっってて、、ががんんはは誰誰ででももななるる可可能能性性ががああるるここととをを

理理解解しし、、正正ししくく向向きき合合うう意意志志をを育育むむ。。  
 

ががんんはは、、たたばばここややおお酒酒、、食食事事やや運運動動ななどど日日常常のの生生活活習習慣慣とと関関わわりりがが深深いいここととをを知知りり、、家家

族族とと共共ににががんん予予防防にに努努めめるる態態度度をを育育むむ。。 

ががんんはは110000％％予予防防すするるここととはは不不可可能能ででああるるここととかからら、、症症状状がが出出るる前前にに発発見見しし治治療療すするる

「「ががんん検検診診」」のの意意義義をを理理解解しし、、実実行行力力をを育育むむ。。  

教育の効果 

●●医医師師やや看看護護師師ななどどがが白白衣衣をを着着用用しし、、分分かかりりややすすいいススラライイドドをを用用いいてて専専門門用用語語をを使使わわずず易易ししくく

丁丁寧寧にに講講義義ををすするるののでで理理解解ししややすすいいとと評評価価さされれてていいるる。。  

●●たたばばここがが何何ににももままししてて発発ががんん率率をを高高めめるるここととをを理理解解すするるここととにによよりり、、禁禁煙煙のの重重要要性性とと受受動動喫喫

煙煙のの危危険険性性にに対対すするる認認識識がが深深ままるるとと評評価価さされれてていいるる。。  

●●ががんん経経験験者者のの具具体体的的なな体体験験談談にによよりり、、家家族族やや友友人人等等のの大大切切なな人人たたちちのの存存在在をを再再認認識識しし、、感感謝謝

やや思思いいややりりのの気気持持ちちをを高高めめるるここととががででききるるとと評評価価さされれてていいるる。。  

●●保保護護者者がが参参観観ししたた学学校校でではは、、学学習習内内容容がが家家庭庭ででもも話話題題ととななりり、、家家族族でで内内容容をを深深めめるるここととががでで

ききるるとと評評価価さされれてていいるる。。  

教育における視点（（小小児児ががんんはは取取りり扱扱いいまませせんん。。））  

教育のねらい 

がん経験者の体験談から自他の健康と命の大切さに気づき、共に生きる社会づ

くりを目指す態度を育む。 

–2–





0:00

0:02

0:27

0:28

0:48

0:50



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

0

1981

2

1

×

4

6

1

 

1

37

55

7  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.5 3.2
2.2 3.1

8  9  

180ml

10  11

12

 

10 0

1
2

12  13  

40

40 50 2 40 2 1 20 2 1

14  

2

1

15  





 
 

1.  

 

 

?

 

 

 

 

 

 



 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大切なのが、がん検診を受けることだと分かっ

たので大人になったら受けようと思います。家族

や身近な人にもがん検診を受けてほしいと思って

います。それとたばこやお酒は極力控え、バラン

スのいい食事をとってほしいと思っています。 

小小学学生生  

 

がん＝死というイメージから、今では早期発見ならば治る

可能性のある病気として認識され始めたのは、とてもすごい

ことだと思いました。「がん」についての正しい知識がもっ

と広がればいいなと思いました。つらい時、まわりの人の支

えは励みになるということが分かったので、助けを必要とし

ている人に手を差しのべられるような人になりたいです。 

高高校校生生  

授業実施後の児童・生徒の感想 

 

がんのリスクや予防など、知

らなかったこともたくさんあっ

て、命の大切さを改めて感じま

した。大切な人も、もちろん自分

も、積極的に検査して、誰かに伝

えることをしていきたいです。

大切な人にも健康でいて欲しい

です。 

中中学学生生    

  

 

 

授業を受けて思ったことは、「自分は大

丈夫だから」と油断せず、自分もなるかも

しれないから、食生活にはなるべく気をつ

けたいと思ったことと、たばこは絶対にや

めようと思いました。 

 

「がん検査受けてね」や「がんは身

近な存在なんだよ」などを言いたいで

す。そして「がん」に対する意識をも

っともっと深めて欲しいです。 

もし自分ががんになっても、一人

で抱え込まずに周りの人に相談した

り、助けを求めたりすることは大切

なんだと改めて思いました。 

支支援援学学校校のの生生徒徒  
小小学学生生  

中中学学生生    
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